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仕事中の熱中症による死亡者数（全国：Ｈ24年～28年合計 104人）
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 発生時期
職場での熱中症の約９割は７月から８月にかけて発生します。特に7月から急増し、
梅雨明け後の急激に暑くなる時期に注意が必要です。

 発生時刻
14 時台から17時台にかけて多くなる傾向にありますが、日中の作業終了後に帰宅してから
体調が悪化したケースも散見されます。

 業種
建設業で特に多く、次いで製造業、警備業が多く発生しています。特に屋外型の産業は注意が必要です。

 年齢
高齢の方に限らず、40歳代以下の方も多数発生しています。「若いから大丈夫」といった過信は禁物です。
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 全国の職場での熱中症は平成22年に656人※

であり、その後も400～500人台で推移し、
高止まりの状態にあります。
※死亡者及び４日以上休業した業務上疾病者の合計人数

 平成2８年の死亡者は12人で、前年より減少
しました。特に建設業、で６人が亡くなってい
ます ＊平成28年の数値は平成29年1月末時点速報値

職場での熱中症に
よる死亡者数

厚生労働省奈良労働局
酷暑の年
（H22年） 全国的な傾向

奈良県では・・・

７月から
急増

グラフから見る
４つのポイント

建設業・製造業
警備業で多発

高齢者に
限らない

詳しくは、奈良労働局ホームページまで http://nara-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/ （リーフレットも掲載しています）
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 奈良県では、平成23年以降死亡者は発生して
いませんが、奈良県は、過去から全国的に
見ても熱中症発生数が多い県です。

 盆地型気候特有の高温多湿の日が多く、
熱中症発症のリスクが高くなっています。

http://nara-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/


熱 中 症 予 防 対 策

職場での熱中症を予防するため、次の１～５の熱中症予防対策を！
（詳細は、厚生労働省ホームページ「職場における熱中症予防対策」をご覧ください）





■ お問い合わせ先等
奈良労働局労働基準部健康 安全課

 ０７４２（３２）０２０５
または、各労働基準監督署

環境省 熱中症予防情報サイト
 http://www.wbgt.env.go.jp/
暑さ指数の実況と予測、熱中症の対処方法
（応急措置）などの情報が掲載されています。

http://www.wbgt.env.go.jp/

